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<研究をまとめるに当り>

最近は地球温暖化を中心として環境の話題が世界の中心的なテーマになっています

が､この世界的な潮流は人類の歴史の中にかつて存在 しなかった話です｡ 日本では

1960年代頃､公害と呼ばれる環境問題が大きく取 り上げられましたが､これは産業

間題であり､技術的に解決できたわけです｡現在の中国はちょうどこの頃の 日本 と同

じ道を現在､歩んでいるようです｡それに対 して現在の地球環境問題は､極端に言え

ば人類すべてが加害者であり､同時に被害者になるものです｡特に､エネルギーの問

題を考えれば､生活環境 自体がが最も大きな原因となるわけですから､これを省ネル

ギー化することは火急の課題 と言ってよいと思います｡

日本の建築環境に関わるエネルギー的政策の多くは､寒冷地を中心に高気密高断熱

化することです｡実際に､特例を除くと住宅において暖房で消費されるエネルギーが

冷房よりも大きいことが､この考え方の正当性を裏付けています｡ しか し､その特例

が沖縄を中心とする亜熱帯地域です｡鹿児島県の奄美地方や東京都の小笠原地方もこ

の中に含まれることと思われますが､これ らを代表するものとして､ここでは亜熱帯

沖縄 という地名を使っています｡空調設計のための地域区分などによると､これ らの

地域についても単純に寒冷地型の対策を緩和 して適用 しているだけの状況が見られま

す｡ しかし､現地に生活 してみて､亜熱帯地域は別の基準で捉える方がよい､とい う

非常に当然の考え方が得られました｡このような観点から､この研究を発想 し､生活

者にも地球環境にもやさしい建築環境を考えました｡
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